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続 「永遠のあと百年」
―― 持続可能性の向上 ――

　当社では、コーポレート・ガバナンス、コンプライアンス、ＣＳＲ、リスクマ
ネジメント、内部統制等について、それらの言葉の意味や目的について理
解を深め、昨年のビジネスレポートのコラム欄に載せました。
　まず、当社は、これらの言葉が表す共通の目的を「企業の持続可能性の
向上」であると捉えました。このように捉えれば、経営者の会社に対する
信任義務をはじめ、法令を形式主義に陥らずその主旨に沿ってよりよく守る
こと、企業の経済的な成長だけでなく、企業を取り囲む環境への配慮、
過大なリスクに対する自制、これらを回帰的なプロセスとして機能させる
仕組み、など多くの要素を包含すると考えたからです。
　企業を取り巻く事業環境や経済情勢など社会状況は時代とともに大きく
変化します。変化する社会の中で会社の重要な意思決定をするときや、
どのような組織の体制や体質・企業風土や文化を造り上げていくかを考える
ときなどに、常にこの「持続可能性の向上」をキーワードにしています。
　このキーワードは駐車場という本業のなかにも随所に活かされています。
当社独自の駐車場形態である保有駐車場は、道路と並んでクルマにとって
欠かせないインフラである駐車場が、ある日突然なくならないように地域の
持続性と当社の持続性の両立を考えて開発したものです。還元方式も、
土地オーナーと当社の長期的な共存共栄関係を構築するという発想から
生まれたものです。これらの開発形態から「不動の地域一番戦略」につなが
り、一番となった地域ではさらにその持続性が向上するという好循環が生ま
れると考えています。軽自動車専用駐車場も事業としての採算性とＣＯ２排出
量が普通車の６０％という環境配慮の両立から発想したものです。駐車場
内に設置してある飲料自動販売機の売上の１％を森林保全団体に寄付
したり、社員による森林の間伐・植林活動も同様です。
　また財務面においても、当社は保有駐車場用地の購入資金を主に金融
機関から調達していますが、この資金は基本的に２０年という長期の借入で
賄い安全性を高めています。株主構成においても、取引先に株主になって
いただき、事業上のシナジーと緊張感のある協力関係を構築するよう努めて
います。
　今後とも「永遠にあと百年存続発展し得る企業体質」を目指してたゆまぬ
努力をしてまいりたいと存じます。

　当社は地球温暖化ガスの「削減と吸収」による両面からの環境貢献というコンセプトに基づき、森林の保全事業に取り
組んでいる「ＮＰＯ法人　２２世紀やま・もり再生ネット」へ支援を行うとともに、社員研修として２００７年から植林と間伐
活動を行っております。

　社員研修として、２００７年は栃木県矢板市「山縣農場」、２００８年は千葉県君
津市「亀山山林」、２００９年は東京都西多摩郡檜原村にある「田中林業多摩森林」
で活動を行いましたが、今年2010年は、3年前に植林と間伐作業を行った「山
縣農場」に再び伺いました。
　前回植林したカエデ、コナラ、サクラ、カキの木々が順調に成長しており、感
慨深いものがありました。また数年後の再会を楽しみに、コブシ、カエデ、コナ
ラの植樹と杉林の間伐を行いました。
　「山縣農場」は山縣有朋公爵が自らの理想を実現するために1886年（明治
19年）に栃木県那須野が原西部に開場した約400ヘクタールの広大な農場
です。
　現在は100年生のスギ・ヒノキ林もあり、野生動物が多く生息する豊かな
山林となっています。

今後も本業である駐車場運営による地球温暖化ガスの「削減」とＣＳＲ活動による「吸収」をすすめ、
社会的貢献を行っていきたいと考えています。

ＣＳＲ活動報告

「コブシ」を植樹するところ

成長した「サクラ」の木

山縣農場内の森林にて 間伐作業の様子
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